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中国における「北海道」ブランドの現状

○その浸透度は北海道民の想像以上

中国における「北海道」ブランドの現状

→ 知名度ほぼ１００％！

「美しい」「おいしい」「良品質」イメージ

これを有効利用しない手はない！

○ただし「イメージ先行」のきらいあり

→ 無関係なところで「北海道」の乱発

ブランド維持のため、正しく、具体的な

情報を伝えることが必要



＜メリット
＞ 潜在顧客の大幅な増加＞ ・潜在顧客の大幅な増加

2010年7月1日～ 個人ビザ発行要件の大幅緩和

年収目安 25万元（約340万円）→3万元（約41万円）へ
発行対象者

4億人超
「個人観光ビザで入国し、所在不明になった例なし」

・単価の高い客が見込める

北海道は東京 京阪神の次 二度目の日本

4億人超

余裕のある

＜デメリット＞

北海道は東京・京阪神の次、二度目の日本

ゴールデンコースに比べ割高

余裕のある

リピーターが
多い

＜デメリット＞

・中国語対応に関する負担

心理的負担

経済的負担

・日本人客との兼ね合い

観光施設側の気遣いと努力が必要観 気



＜デメリットを克服するために＞＜デメリットを克服するために＞

・ 思考や行動の違いを知る

中国人と交流してみる 中国在住経験者に聞く中国人と交流してみる、中国在住経験者に聞く、
関連本を読んでみる、実際中国に行ってみる・・・etc.

→ 受け入れ側の心理的障壁の軽減・ トラブルの防止

・ 日本人の思考を伝える

「ただ知らない・気づかないだけ」ということも「ただ知らない・気づかないだけ」ということも。
温泉の入り方、トイレの使い方、夜静かにして欲しい時など・・・

→ 中国は「言わなきゃわからない」社会、伝える努力を。



＜１．全体として＞

1－1 思考や行動の違いを知る・知らせる努力

中国人と交流してみる 中国在住経験者に聞く

→ 受け入れ側の心理的障壁の軽減・無用なトラブルの防止

中国人と交流してみる、中国在住経験者に聞く、

関連本を読んでみる、実際中国に行ってみる・・・etc.

1－2 より細かいニーズ把握を！

→ 上記を踏まえた上で、旅行目的の多様化に対応

顧客のニーズを把握するコミュニケーション

潮流は「見る」旅行から「する」旅行へ



資・ 中国語資源の活用

まずは手軽に手に入るものからトライStep1

道庁HP『カンタン３カ国語 指さし会話集』
各種の接客中国語会話集、単語カードなど

Step2 手頃な講座で生の中国語に触れてみる

自治体が行うもの、ラジオ・テレビ
インターネット etc.

いざ本格導入！上手にコストを抑えるには？

翻訳は海外アウトソ シング

Step3

インタ ネッ

翻訳は海外アウトソーシング
人材派遣会社も中国人スタッフを拡充方向



『カンタン3カ国語 指さし会話集』 中国語（宿泊）



＜２．旅行客のレベル別に＞
・日本／北海道は初めて

2－1 北海道旅行初級者向け

・日本／北海道は初めて
・日本語できない
・個人よりツアーが安心

・中国語が使える観光関連人材の育成

日本人の大量育成はまず無理 在日本中国人の
積極活用が早道

日本人の大量育成はまず無理

中国人顧客はやはり中国人ガイドが安心

・中国人人材雇用への不安解消

社会人１年生から日本式教育

中国を知る日本人を採用 ク シ ン役に中国を知る日本人を採用 クッション役に



2－2 北海道旅行中級者向け
・日本在住経験あり
・日本語少しできる

・北海道観光情報の充実

「一番の弊害は言葉ではない 情報の少なさ」

日本語少しできる
・個人旅行にトライしたい

「一番の弊害は言葉ではない。情報の少なさ」

単なるイメージではなく、「何が楽しめるのか」具体的提案

・メディアの選択メディアの選択

メディア メリット デメリット

新聞・雑誌・テレビ等
マスコミ活用

社会的信用力あり

コンテンツ制作はお任せ

コストがかかる

こちらの意図から外れる可能性マスコミ活用 コンテンツ制作はお任せ こちらの意図から外れる可能性

インターネットで

自己発信

低コスト

自分の意図したとおり発信

信用力としては劣る

コンテンツ制作の労力

・中国語表示の充実

ただし正確に！ 伝わらなければ意味がない

ネイティブチェックの手間と費用を惜しまないことネイティブチェックの手間と費用を惜しまないこと



海道旅 級 向 何度 来 る2－3 北海道旅行上級者向け

いざという時のサポ ト体制の充実

・何度か来ている
・基本的に自分で回れる

・いざという時のサポート体制の充実

事故／盗難／紛失／飛行機乗り遅れ など

民間だけでは無理
（例）SOSセンターの整備

民間だけでは無理
半官半民 或いは
業務委託？想定しうる事態と対処方法のマニュアル化

中国語オペレーターの育成中国語オ タ の育成

各関連機関との協力体制構築




